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運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈪
～

日
㈪
～
３３
月月
3311
日
㈫
日
㈫

「
く
に
び
き
レ
タ
ス
」

出
荷
反
省
会
・
作
付
検
討
会
を
実
施

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
１
月
23
日
、
中
海
干
拓
研

修
セ
ン
タ
ー
で
「
く
に
び
き
レ
タ
ス
」
出
荷
反
省
会
・

令
和
８
年
産
作
付
検
討
会
を
実
施
し
、
生
産
者
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
園
芸
特
産
課
の
犬
山
浩
二
係
長
が
「
圃
場

条
件
で
排
水
対
策
や
病
害
虫
防
除
、
肥
培
管
理
が
異

な
り
ま
す
。
栽
培
の
基
本
的
知
識
を
習
得
し
、
８
年

産
の
栽
培
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
く
に
び
き
管
内
の
生
産
状
況
に

つ
い
て
報
告
。
初
夏
栽
培
は
、
計
画
２
０
，０
０
０
玉

に
対
し
２
３
，５
６
８
玉
と
順
調
な
出
荷
で
あ
っ
た
も

の
の
、
夏
秋
栽
培
以
降
は
、
計
画
６
６
，０
０
０
玉
に

対
し
５
２
，０
０
０
玉
の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

要
因
と
し
て
「
夏
季
高
温
期
の
影
響
（
散
水
不
足
・

結
球
不
良
）」「
排
水
不
良
圃
場
の
改
善
」「
病
害
虫
防

除
」「
移
植
時
の
高
温
対
策
」「
冬
季
栽
培
の
保
温
開

始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」「
収
穫
開
始
の
見
極
め
」
の
６
つ

を
８
年
産
の
改
善
項
目
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
８
年
産

の
各
出
荷
期
間
の
目

標
と
栽
培
暦
・
農
薬

使
用
な
ど
に
つ
い
て

共
有
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
７
年

産
よ
り
も
、
高
品
質

で
多
く
の
レ
タ
ス
が

生
産
で
き
る
よ
う
、

本
日
の
内
容
を
踏
ま

え
て
８
年
産
の
準

備
を
進
め
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

検討会の様子

　

今
年
度
よ
り
「
集
落
座
談
会
」
の
名
称
を
「
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
に
変

更
し
、
１
月
31
日
か
ら
２
月
21
日
ま
で
各
地
区
32
会
場
で
開
催
中
で
す
。

　

座
談
会
で
は
「
事
業
概
況
」
や
、「
第
４
次
中
期
経
営
計
画
」「
第
４
次

農
業
戦
略
実
践
３
ヵ
年
営
農
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
ご
と
に
、
地
域
の
要
望
に
基
づ
い
た
お
役
立
ち
情
報
を

提
供
。
合
同
会
社
弐
百
円
の
協
力
に
よ
る「
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
」や「
相

続
登
記
」「
農
地
管
理
」「
防
災
」「
防
犯
」
な
ど
の
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

座
談
会
終
了
後
に
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
を
集
約
し
て
、

今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
す
る
よ
う
検
討
し
、
詳
細
は
「
し
ま
ね
び
よ

り
３
月
号
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ふ
れ
あ
い
座
談
会
が
ス
タ
ー
ト
！

　
事
業
概
況
や
営
農
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

八雲

大野

乃木 朝酌
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周
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周
年

「
冬ふ
ゆ
さ
き咲
牡
丹
」を

　
　
美
し
い
観
光
素
材
と
し
て
Ｐ
Ｒ

　　

く
に
び
き
地
区
本
部

は
１
月
27
日
、
松
江
市
観

光
振
興
公
社
と
連
携
し
、

同
市
内
を
巡
る
「
堀
川
遊

覧
船
」
の
乗
船
場
で
あ
る

黒
田
町
の
「
松
江
堀
川
ふ

れ
あ
い
広
場
」
に
「
冬
咲
牡
丹
」
を
展
示
す
る
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
冬
咲
牡
丹
」
と
は
、
春
に
咲
く
牡
丹
を
低
温
処

理
や
温
度
管
理
な
ど
で
開
花
時
期
を
遅
ら
せ
、
冬
に

開
花
さ
せ
た
も
の
。
長
期
間
楽
し
め
る
「
大
根
島
牡

丹
」
の
「
冬
咲
牡
丹
」
を
活
用
し
、
新
た
な
観
光
素

材
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
島
根
県
や
松

江
市
と
連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

八
束
特
産
事
業
所
の
平
塚
敬
樹
所
長
は
「
冬
咲

牡
丹
は
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
育
て
る
こ
と
で
冬
に

花
を
咲
か
せ
る
、
特
別
な
牡
丹
で
す
。
多
く
の
方

に
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
、
冬
な
ら
で
は
の
大
根

島
牡
丹
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
「
冬
咲
牡
丹
」
の
展

示
は
、
２
月
下
旬
頃

ま
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。
堀
川
周
辺
を

訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
「
冬
咲
牡
丹
」
の

展
示
に
も
目
を
向
け
、

新
た
な
松
江
の
冬
の

風
情
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

西
条
柿
冬
季
指
導
会
を
実
施

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
１
月
20
日
・
22
日
の
両
日
、

４
地
区
（
大
庭
・
宍
道
・
本
庄
・
秋
鹿
）
で
西
条
柿

冬
季
指
導
会
を
実
施
し
、
計
29
名
の
柿
生
産
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
指
導
会
は
、
良
質
な
柿
の
安
定
し
た
生
産
を
目

的
と
し
て
実
施
。
島
根
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術

普
及
部
東
部
普
及
課
の
小
山
佳
代
子
主
任
農
業
普
及

員
を
講
師
に
招
き
、
令
和
７
年
産
の
栽
培
・
出
荷
状

況
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
や
、
８
年
産
の
防
除
暦
と

整
枝
剪
定
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
、「
７
年
産
は
猛
暑
の
影
響
で
奇
形
果

が
多
く
見
ら
れ
た
。
近
年
猛
暑
が
続
い
て
い
る
の
で
、

今
か
ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
８
年
産
も
良
質
な
柿

作
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

指導会の様子(本庄)

指導会の様子(秋鹿)

令
和
７
年
度「
松
江
大
根
島
牡
丹
」鉢
品
評
会

表
彰
式
を
開
催

　　

東
京
の
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大
田
市
場

で
、
12
月
１
日
か
ら
５
日
に

行
わ
れ
た「
令
和
７
年
度『
松

江
大
根
島
牡
丹
』
鉢
品
評

会
」
に
お
い
て
各
賞
を
受
賞

し
た
生
産
者
を
称
え
、
松
江

大
根
島
牡
丹
協
議
会
（
足
立

利
人
代
表
・
51
名
）、
Ｊ
Ａ

関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
１
月

８
日
、
八
束
支
店
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」
の
鉢
物
生
産
技
術
を

向
上
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
で
販
売
体

制
を
確
立
、
生
産
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仲
卸
業
者

が
審
査
す
る
も
の
。

　

冒
頭
、
足
立
会
長
が
「
新
規
就
農
者

を
全
面
的
に
支
援
し
、
牡
丹
の
生
産
量

を
維
持
す
る
た
め
に
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
そ
の

後
、
受
賞
者
に
賞
状
及
び
副
賞
が
授
与

さ
れ
、
協
議
会
員
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
江
市
長
賞
を
受
賞
し
た
松
本
悠
太

さ
ん
は
「
先
輩
方
の
肩
に
並
べ
ら
れ
る

よ
う
な
牡
丹
が
作
れ
て
よ
か
っ
た
。
大

事
に
育
て
て
い
る
古
典
品
種
で
賞
を
取

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
く
に
び
き
地
区
本

部
長
賞
を
受
賞
し
た
竹
谷
修
一
さ
ん
は

「
受
賞
で
き
て
嬉
し
い
。
こ
れ
を
機
に

こ
れ
か
ら
も
良
い
も
の
が
作
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

(前列左から)竹谷修一さん、足立会長、松本悠太さん、
（後列左から）神田和弘さん、門脇良治さん

これから咲く「冬咲牡丹」

賞　名 品種名 氏　名
松江市長賞 鎌田錦 松本　悠太

フラワーオークションジャパン社長賞 写楽 神田　和弘

大田市場花き部仲卸協同組合奨励賞 ジパング 門脇　良治

島根県農業協同組合くにびき地区本部長賞 黄冠 竹谷　修一
（敬称略）
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紙
　
　
　
　
　
　
袋

品　　　　種 等級
概算金
単価

（30kg)

追加金
単価 

（３０kg)

最終精算
単価 

(30kg)

紙袋最終
価格 

（30kg)

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

つきあかり

１等 7,950.00 600.00 284.83 8,834.83

２等 7,750.00 600.00 284.83 8,634.83

３等 7,250.00 600.00 284.83 8,134.83

コシヒカリ

１等（1.9上）8,400.00 600.00 284.83 9,284.83

１等（基準） 8,300.00 600.00 284.83 9,184.83

２等 8,100.00 600.00 284.83 8,984.83

３等 7,600.00 600.00 284.83 8,484.83

つや姫
（ST）

１等（1.9上）8,700.00 600.00 284.83 9,584.83

１等（基準） 8,600.00 600.00 284.83 9,484.83

２等 8,400.00 600.00 284.83 9,284.83

3等 7,650.00 600.00 284.83 8,534.83

きぬむすめ

１等（1.9上）8,300.00 600.00 284.83 9,184.83

１等（基準） 8,200.00 600.00 284.83 9,084.83

２等 8,000.00 600.00 284.83 8,884.83

３等 7,500.00 600.00 284.83 8,384.83

一
般
米

その他うる
ち

１等 6,500.00 600.00 284.83 7,384.83

２等 6,300.00 600.00 284.83 7,184.83

３等 5,800.00 600.00 284.83 6,684.83

銘柄もち

１等 7,250.00 600.00 284.83 8,134.83

２等 6,800.00 600.00 284.83 7,684.83

３等 6,300.00 600.00 284.83 7,184.83

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

品　　　　種 等級
概算金
単価 

（㎏）

追加金
単価 

（㎏）

二次払
単価

（㎏）

最終精算 
単価 

（㎏）

CE最終
価格

30kg換算

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

つきあかり １等 255.00 20.00 5.00 43.28 9,698.40

コシヒカリ １等（1.9上）257.00 20.00 13.00 48.28 10,148.40

つや姫
（ST） １等（1.9上）280.00 20.00 5.00 43.28 10,448.40

きぬむすめ １等（1.9上）264.00 20.00 4.00 46.94 10,048.20

ラ
ッ
ク
倉
庫

品　　　　種 等級
概算金
単価 

（㎏）

追加金
単価 

（㎏）

二次払
単価

（㎏）

最終精算 
単価

（㎏）

ラック
最終価格 

30kg換算

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

つきあかり

１等 265.00 20.00 4.19 9.70 8,966.70

２等 258.00 20.00 4.19 9.70 8,756.70

３等 241.00 20.00 4.19 9.70 8,246.70

コシヒカリ

１等（1.9上）280.00 20.00 4.19 9.70 9,416.70

２等 270.00 20.00 4.19 9.70 9,116.70

３等 253.00 20.00 4.19 9.70 8,606.70

つや姫
（ST）

１等（1.9上）290.00 20.00 4.19 9.70 9,716.70

２等 280.00 20.00 4.19 9.70 9,416.70

きぬむすめ

１等（1.9上）276.00 20.00 4.19 9.70 9,296.70

２等 266.00 20.00 4.19 9.70 8,996.70

３等 250.00 20.00 4.19 9.70 8,516.70

令和６年産米最終精算価格一覧

令和６年産島根米共同計算収支報告書(くにびき地区本部）

令和６年産米の販売完了に伴い、下記のとおり最終精算を行いました。 ●精算金入金日：令和７年12月19日
（単位：円）

（税込）

左記本店販売精算金を基に最終精算を
行いました。
最終精算お支払い金額は569.66円/俵
(284.83円/30kg)です。
精算残金1,560円は令和₇年産島根米
共同計算へ繰越します。

（税込）
収入・支出項目 合　　計

JAしまね本店扱い販売数量 1,779.24 トン

費　目

収　入

販売代金 9760.4 円／ 30㎏

その他 112.75 円／ 30㎏

合計　Ａ 9873.15 円／ 30㎏

支　出

概算金償還 8953.75 円／ 30㎏

流通・保管等に係わる経費 279.45 円／ 30㎏

手数料 ( 全農・ＪＡ ) 7.35 円／ 30㎏

生産・集荷・販売等に係る経費 50.6 円／ 30㎏

監査委員会費用 0.65 円／ 30㎏

その他 36.25 円／ 30㎏

合計　Ｂ 9328.05 円／ 30㎏

収入―支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 545.1 円／ 30㎏

仮精算その他　Ｄ 261.2 円／ 30㎏

本精算　Ｅ＝Ｃ－Ｄ 283.9 円／ 30㎏

※�令和６年産米については、令和６年12月に追加金をお支払いし
ております。
※カントリーは全てＪＡ米、1等格付け相当にて精算を行います。

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
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回数 日　付 主な内容 回数 日　付 主な内容
１ ３月11日(水) 開講オリエンテーション/じゃがいもの定植 11  ８月12日(水) 果菜類整枝管理方法/管理・収穫
２ ３月25日(水) 野菜等作付方針の確認/定植準備 12  ８月26日(水) くにびき重点品目・共販のしくみ/管理・収穫
３ ４月８日(水) 果菜類の作り方（トマト・キュウリ・ナス・ピーマン・スイカ）/定植準備 13  ９月９日(水) 秋冬野菜の作り方①/定植
４ ４月22日(水) 鳥獣害対策講座/定植（果菜類） 14  ９月16日(水) 秋冬野菜の作り方②/定植
５ ５月13日(水) 果菜類・花の作り方①/定植（果菜類・花） 15 10月７日(水) 秋冬野菜の作り方③
６ ５月27日(水) 果菜類・花の作り方②/定植（果菜類・花） 16 10月21日(水) 玉ねぎの栽培について/定植
７ ６月10日(水) 農家視察① 17 11月11日(水) 収穫・出荷について（包装方法等）
８ ６月24日(水) サツマイモの栽培/定植 18 11月25日(水) 栽培計画書の作成/収穫
９ ７月８日(水) 農薬散布について/管理・収穫 19 12月９日(水) 意見交換・閉講式
10 ７月22日(水) 出荷者登録と出荷方法について ※天候等によりカリキュラムは変更となる場合があります。

令和８年３月より毎月２回程度（第２・４水曜）
午前９時～ 12時
松江市東出雲町錦浜　中海干拓
（中海干拓研修センター及び中海干拓地圃場）
20名（申込多数の場合は、書類選考にて塾生を
決定いたします。）

　　 20,000 円／年間
グリーン・グリーンショップ各店にて
申込書にご記入いただくか、右記の
QRコードからお申し込みください。
令和 8年 2月 25日（水）

会員登録をして出荷している方でより栽培技術を磨きたい方。新たに産直出荷を目指して栽培技術を学習したい方。

　農業に興味がありＪＡの「産直コーナー」へ出荷をいただける方、「売れる」農産物を中心に、品質向上や
栽培技術を磨きたい方を募集します。

さんちょく営農塾「第11期」塾生募集さんちょく営農塾「第11期」塾生募集！！

産直資材課　TEL：55-3034　FAX：32-7782お問い合わせ
©よい食P

【平田 和哲氏】株式会社山陽種苗　生産指導部長　シードアドバイザー
　島根県内の農家のアドバイザーとして厚い信頼があり、各地の栽培講習会で講義を行ってきた。
講師として指名されることもしばしば。栽培のみならず、産直で売れる農産物の指導も人気のひとつ。

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

島根県東部地震による被害状況について
　１月６日（火）に発生した島根県東部を震源とする地震により被災された皆さまに、心よりお見舞い申
し上げます。不安な日々をお過ごしのことと存じますが、どうか安全を最優先にお過ごしください。
　くにびき地区本部管内におきましては、組合員の皆さまの農地や農作物に被害
が発生しております。中海干拓地では一部で液状化が確認され、ニンジンを栽培
する圃場においては、幅約２ｍ×７畝、約140kg相当の被害が確認されました。
現在、島根県農業技術センターと連携し、土壌分析や今後の対応について協議を
進めています。
　また、ＪＡ施設においても、内壁や天井にヒビが入るなどの被害を受けました。
特に出雲郷倉庫では壁の一部が崩落し、安全面から解体工事に着手しています。
　なお、建物や家財などに被害が生じた場合、JAの建物共済にご加入の方は、共
済金をお支払いできる場合があります。２月５日（木）時点で県内1,519件、当
地区本部管内で348件の被害申し出を受け付けており、順次被害状況の確認を進
めております。建物に被害がないか今一度ご確認いただき、被害の程
度にかかわらず、まずはお近くの支店窓口までご相談ください。
　併せて、JAの建物共済は、火災のほか、自然災害や地震による被
害も保障の対象としています。万が一に備え、加入内容についても改
めてご確認ください。
　ご不明な点がありましたら、お近くの支店窓口までお気軽にご相談
ください。 出雲郷倉庫（壁崩落）

中海干拓地圃場（液状化）

講 師

講 議

日 程 参 加 費

場 所
申込方法

定 員 提出期限

参加資格
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Ｅ
Ｃ
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ス
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実
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Ｅ
Ｃ
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ス
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イ
ル
実
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中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈪
～

日
㈪
～
３３
月月
3311
日
㈫
日
㈫

　

く
に
び
き
女
性
部
健
康
グ
ル
ー

プ
（
佐
藤
愛
子
代
表
）
は
１
月
15
日
、

営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
笑
顔
で
心

も
身
体
も
健
康
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
教
室
を
開
催
し
、

女
性
部
員
37
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
職
員
を
講
師
に
招
き
、
頭

を
使
う
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
身
体
を
動
か
す
タ
オ
ル
ス
ト

レ
ッ
チ
に
挑
戦
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
初
め
に
、

佐
藤
代
表
が
「
寒
い
と
身
体
が
縮
こ
ま
り
、
身
体
を
動
か

す
機
会
も
減
る
と
思
う
。
本
日
の
講
座
で
自
宅
で
も
で
き

る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
学
び
、
生
活
の
一
部
に
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
笑
い
の
こ
と
わ

ざ
や
笑
顔
の
効
能
ク
イ
ズ
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
色

文
字
遊
び
な
ど
を
通
し
て
頭
を
使
い
な
が
ら
笑
顔
と
健
康

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
健
康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
、
筋
肉
を

伸
ば
し
血
行
を
良
く
す
る
、
タ
オ

ル
を
使
っ
た
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
い
ま
し
た
。
タ
オ
ル
を

使
う
こ
と
で
身
体
が
安
定
し
、
関

節
の
可
動
域
を
広
げ
や
す
く
な

り
ま
す
。
部
員
た
ち
は
講
師
の

動
き
を
真
似
し
な
が
ら
約
30
分

身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
肩
こ
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
タ
オ
ル
ス

ト
レ
ッ
チ
を
毎
日
続
け
よ
う
と

思
っ
た
」「
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
、
笑
顔
が
大
切
だ
と
分
か
っ

た
。
笑
顔
で
過
ご
す
よ
う
心
が
け

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女

子
大
は
１
月
17
日
、
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・

ｓ
ａ
ｎ
館
で
「
発
酵
に
つ

い
て
学
ぶ
」
講
座
を
開
催

し
、
23
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
し
ま
ね
び
よ
り
の
「
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
」

を
担
当
す
る
、『
家
の
光
』
島
根
県
地
方
講
師
の
飯
塚
生

美
子
氏
を
講
師
に
招
き
、『
家
の
光
』
掲
載
レ
シ
ピ
の
紹

介
に
加
え
、
発
酵
食
品
の
効
果
や
摂
取
時
の
注
意
点
に

つ
い
て
受
講
。
そ
の
後
３
～
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
講
師
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
、
発
酵
食

品
を
使
っ
た
５
品
の
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、「
発
酵
食
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
思
っ
て
い
た
よ

り
発
酵
食
品
を
簡
単
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

わ
か
っ
た
の
で
、
家
庭
で

の
メ
ニ
ュ
ー
の
参
考
に
し

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

発
酵
に
つ
い
て
学
ぼ
う

～
サ
ン
サ
ン
女
子
大
第
20
回
講
座
～

手分けをして料理をする学生

・味噌とヨーグルトで
　和風炊き込みご飯
・鶏肉と根菜の甘酒煮
・ラッパーツァイ（辣白菜）
・キノコと豆腐の塩麹スープ
・混ぜるだけちぎりパン

挨拶をする佐藤代表

『家の光』掲載レシピの
紹介をする飯塚氏

健
康
教
室
を
開
催

  

～
健
康
グ
ル
ー
プ
～

講座の様子

大きなかたまり肉を、手分けして細かく切る様子 完成したハム

　

く
に
び
き
女
性
部
各
支

部
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
11

月
よ
り
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館

で
、
ハ
ム
づ
く
り
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ハ
ム
づ
く

り
は
、
こ
の
時
期
に
し
か

で
き
な
い
各
支
部
で
も
毎

年
大
人
気
の
活
動
で
、
じ
っ
く
り
仕
上
げ
て
い
く
工

程
を
体
験
で
き
、
安
全
安
心
な
手
作
り
の
ハ
ム
を
味

わ
え
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

１
月
22
日
に
は
、く
に
び
き
女
性
部
川
津
支
部（
足

立
裕
子
支
部
長
・
98
名
）
が
、
同
部
の
中
島
和
子
顧

問
と
鹿
島
支
部
の
井
上
紀
美
枝
支
部
長
を
講
師
に
開

催
し
、
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
き
な
か
た
ま
り

肉
を
細
か
く
切
っ
た
り
、
片
栗
粉
を
加
え
て
混
ぜ
、

力
が
要
る
作
業
も
協
力
し
合
っ
て
進
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

作
業
は
大
変

だ
が
、
美
味

し
い
ハ
ム
が

た
く
さ
ん
で

き
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し

た
。

　

ハ
ム
づ
く

り
は
、
各
支

部
で
３
月
頃

ま
で
順
次
行

わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
女
性
部
各
支
部
で

　
　
ハ
ム
づ
く
り
を
開
催
！
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組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。



だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

燦
燦
会
が
新
年
賀
会
を
開
催
！

            

～
連
携
を
深
め
地
域
活
性
化
へ
～

　

く
に
び
き
地
区
本
部
と
１
７
２
の
企
業
・

団
体
で
構
成
す
る
「
燦
燦
会
」（
松
浦
嘉
昭

会
長
）
は
１
月
28
日
、
ホ
テ
ル
玉
泉
で
新

年
賀
会
を
開
催
し
、
78
企
業
・
団
体
よ
り

１
１
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
松
浦
会
長
が
「
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
仕
事
を
通
じ
て
活

躍
さ
れ
、
人
間
関
係
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、

顧
問
を
務
め
る
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
昨
年
は
米
価
の
高
止
ま
り

に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
年
は
『
生
産
者
よ
し
』『
消
費
者

よ
し
』
そ
し
て
卸
や
小
売
・
物
流
な
ど
の
『
業
者
よ
し
』
の
『
３

方
よ
し
』
と
な
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
は
情
報
交
換
す
る
な
ど
積
極
的
に
交
流
し
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
余
興
で
は
、

会
員
が
持
ち
寄
っ
た
豪
華
賞
品
が
当

た
る
「
福
引
き
大
会
」
や
「
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
」
を
行
い
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

挨拶をする松浦会長挨拶をする越野顧問

福引き大会で「会長特別賞」を手渡す
松浦会長(左)と当選者

じゃんけん大会の様子

　

く
に
び
き
女
性
部
各
支

部
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
11

月
よ
り
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館

で
、
ハ
ム
づ
く
り
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ハ
ム
づ
く

り
は
、
こ
の
時
期
に
し
か

で
き
な
い
各
支
部
で
も
毎

年
大
人
気
の
活
動
で
、
じ
っ
く
り
仕
上
げ
て
い
く
工

程
を
体
験
で
き
、
安
全
安
心
な
手
作
り
の
ハ
ム
を
味

わ
え
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

１
月
22
日
に
は
、く
に
び
き
女
性
部
川
津
支
部（
足

立
裕
子
支
部
長
・
98
名
）
が
、
同
部
の
中
島
和
子
顧

問
と
鹿
島
支
部
の
井
上
紀
美
枝
支
部
長
を
講
師
に
開

催
し
、
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
き
な
か
た
ま
り

肉
を
細
か
く
切
っ
た
り
、
片
栗
粉
を
加
え
て
混
ぜ
、

力
が
要
る
作
業
も
協
力
し
合
っ
て
進
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

作
業
は
大
変

だ
が
、
美
味

し
い
ハ
ム
が

た
く
さ
ん
で

き
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し

た
。

　

ハ
ム
づ
く

り
は
、
各
支

部
で
３
月
頃

ま
で
順
次
行

わ
れ
る
予
定

で
す
。

(左から)神谷校長、矢野副会長、陰山副会長、奥原会長、中村副本部長、坂本支店長

目録を手渡す中村副本部長(右)と
受け取る奥原生徒会長(左)

「
学
業
成
就
米
」
を
贈
呈

　
　
　

  

管
内
の
中
学
３
年
生
に
エ
ー
ル
！

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
地
域
の
未
来
を
担
う
生
徒
た
ち
が

こ
れ
か
ら
迎
え
る
大
切
な
節
目
に
お
い
て
、
実
り
多
き
成
果
を

収
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
松
江
市
内
各
中
学
校
の
３
年
生
に

「
学
業
成
就
米
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
内
全
て
の
中
学
３
年
生
を

対
象
に
実
施
す
る
も
の
。
県
内
産
の
「
き
ぬ
む
す
め
」
を
用
意
し
、
昨
年
12
月
に
、
学
問
の
神
様
で

あ
る
菅
原
道
真
公
を
祭
る
宍
道
町
の
菅
原
天
満
宮
で
祈
祷
。
３
０
０
ｇ
ず
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
詰
め
、
当
地
区
本
部
か
ら
は
中
学
３
年
生
が
在
籍
す
る
松
江
市
の
25
校
１
，８
８
７
名
に
、
合
計

５
６
６
・
１
ｋｇ
の
米
を
届
け
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
は
、
中
村
隆
副
本
部
長
と
坂
本
充
知
男
法
吉
支

店
長
が
松
江
市
立
第
一
中
学
校
を
訪
れ
、
贈
呈
式
を
実
施
。
中

村
副
本
部
長
が
「
未
来
の
地
域
を
は
じ
め
、
日
本
を
明
る
く
元

気
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
力
が
と
て
も
大
切
で

す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
思
い
が
、
こ
の
『
学
業
成
就

米
』
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
米
を
食
べ
て
、
人
生

の
新
し
い
一
歩
を
歩
み
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
奥
原
颯

眞
生
徒
会
長
と
陰
山
侑
夏
副
会
長
、
矢
野
匠
副
会
長
に
、
３
年

生
２
８
２
名
分
の
目
録
と
学
業
成
就
米
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

奥
原
生
徒
会
長
は
「
食
事
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、

残
り
わ
ず
か
な
受
験
期
間
と
そ
の
後
の
将
来
に
向
け
て
、
皆
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

神
谷
祥
久
校
長
は
「
生

徒
た
ち
は
現
在
、
自
分

た
ち
の
進
路
に
向
け
て

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
真
っ
只
中
で
す
。
い

た
だ
い
た
『
学
業
成
就

米
』
か
ら
神
様
の
力
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

希
望
す
る
進
路
を
切
り

拓
い
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。
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「窓口業務時間変更」及び「融資業務移管」のお知らせ

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈪
～

日
㈪
～
３３
月月
3311
日
㈫
日
㈫

※窓口休止時間帯は、防犯上の観点から入口を施錠し、電話は留守番電話となります。

 令和８年３月より、17:00～翌８:30の時間帯につきましては、外部提携会社（コールセンター）によ
る対応へと変更させていただきます。今後とも、組合員及び利用者の皆さまに、より良いサービスをご提
供できるよう努めてまいりますので、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

葬祭センター　夜間コールセンター導入のお知らせ

コールセンター 株式会社いつでもコール24【葬祭専門コールセンター】
変 更 日 令和８年３月１日（日） 委 託 時 間 17：00～翌８：30
委託業務内容 （搬送依頼受注、搬送手配、葬家問合せ、供花・食事の注文等、火葬場の予約）

　　令和８年４月１日令和８年４月１日より、より、古江・鹿島・宍道・玉湯支店古江・鹿島・宍道・玉湯支店の窓口業務時間を変更変更ならびに融資業務をの窓口業務時間を変更変更ならびに融資業務を
移管し集約いたします。皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。移管し集約いたします。皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、ATMコーナーの営業時間に変更はございませんので、窓口の休止時間中も引き続きご利用ください。　なお、ATMコーナーの営業時間に変更はございませんので、窓口の休止時間中も引き続きご利用ください。

※対応できない内容は、コールセンターより連絡を受け、葬祭センター職員が対応します。

対象支店名 古江支店 鹿島支店 宍道支店 玉湯支店

平日の窓口業務時間

変更前 8：45～17：00
（信用業務は15：00で終了、相談業務は１７：００まで）

変更後
8：45～11：30、12：30～17：00

（窓口業務は１５：００で終了、相談業務は１７：００まで）
（11：30～１２：30の１時間は窓口業務を休止いたします）

窓口休止時間帯の最寄り支店 法吉支店（黒田町458-1）　
21－3690

乃木支店（浜乃木２-15-８）　
☎21－3758

集約する融資業務
①新規の融資に係る手続き全般（相談・受付・契約・実行・返済）
②お取引き中のご融資に係る条件変更手続き
※�お取引き中のご融資の通常のご返済、完済等に係る手続きは、現行
どおり各支店で取り扱いをいたします。

融資業務集約先支店

法吉支店（黒田町458-1）
☎21－3690

玉湯支店
（玉湯町湯町
1782-1）
☎62－1313

現行どおり
（集約なし）

※�窓口が混み合いお待ちいただく場合がございますの※�窓口が混み合いお待ちいただく場合がございますの
で、予め電話でご予約の上ご来店ください。で、予め電話でご予約の上ご来店ください。

お問い合わせ先　葬祭センター　  0120- 100- 837

お問い合わせ先 グリーンショップやくも（☎5４-1136）または　産直資材課（☎55-3034）

グリーンショップやくも閉店のお知らせ
　令和８年３月29日（日）午後３時を持ちまして、閉店させていただくこととなりました。
　組合員・利用者の皆さまには、長きにわたりご愛顧いただきましたこと、厚くお礼を申し上げ
ます。閉店に伴い、下記のとおり閉店セールをいたしますので、どうかご利用ください。

閉店セール　日　時：令和８年３月14日（土）～３月29日（日）
　　　　　　内　容：店内商品20％値引き

（※�除外品：営農肥料・営農農薬・飼料・産直品・種子・出荷用紙袋）
但し、特売品をご用意いたします。
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理
作ってみませんか？作ってみませんか？

※各相談とも無料で
　お受けしています。３３

○くにびき統括支店ローンセンターでは、土曜日�
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。
※３月の土曜営業日は14日です。
◆お問い合わせは　　　0120-988-380

今月の
料理人

（１列目　左から）
津田支部のみなさん

・郷
ごうばら

原　敦
あ つ こ

子さん
・諏

す わ

訪　智
と も こ

子さん
・浅

あ さ の

野三
み え こ

枝子さん

酒粕たっぷりの鮭の粕汁です。冬の野菜もたくさん入れて体も気持ちも
あったか♡これからの季節にぴったりです。

大根と昆布茶の簡単漬け（４人分）

鮭の粕汁（４人分）

①�ごぼうはささがきにして10 分程度水にさらしておく。大根とにんじんはい
ちょう切り、うすあげとこんにゃくは小さく切っておく。白菜を食べやすい
大きさに切っておく。
②鮭は２ｃｍ角に切っておく。
③豆腐は食べやすい大きさに、白ネギは小口切りに切っておく。
④乾燥しいたけは水にもどし、小さく切る。もどし汁は捨てずに残しておく。
⑤酒粕と味噌を練って溶かしておく。
⑥�鍋に水と④のもどし汁、①と④の具を入れ火にかけ、だしの素を入れる。
沸騰してきたら②を入れ、身がくずれないように煮込む。鮭に火がとおっ
たら⑤を入れ、味を調整する。

⑦食べる直前に豆腐とねぎを入れ、軽く火が通ったらできあがり。

①大根は皮をむいて、スライサーで薄く切る。塩を加え軽くもみ、５分程度置いておく。
②ゆずの皮をむき、千切りにする。実の汁を絞っておく。　
③①から出た水分をよく絞り、大根をジッパー付き保存袋に入れる。
④�Ⓐを袋に加え、②の皮と汁、鷹の爪を入れる。空気を抜いて30 分～１時
間冷蔵庫に入れてできあがり。

　酒粕と味噌はあらかじめ練って溶かしておくのがおすすめです。

　大根からでた水分はしっかり絞ってから、ジッパー付き保存袋に入れて味付けをして下さい。

作り方

作り方

ポイント

ポイント

鮭の粕汁、大根と昆布茶の簡単漬け

大根… ……………………… 400ｇ
鷹の爪輪切り…………………小さじ2
ゆず……………………………… 2個
塩………………………… 小さじ１

鮭…………………………… 300ｇ
大根… ……………………… 200ｇ
ごぼう…………………………… １本
にんじん………………………… １本
うすあげ………………………… ２枚
白ネギ…………………………… １本
白菜………………………… 1/8株

砂糖… …………………… 小さじ４
酢………………………… 小さじ４
昆布茶… ………………… 小さじ２

乾燥しいたけ…………………… ４枚
こんにゃく…………………… 1/2枚
豆腐… ……………………… 1/2丁
酒粕… ………………………… 45ｇ
味噌… ………………………… 45ｇ
水……………………………800cc
だしの素………………………… 適量

Ⓐ

３月18日水・19日木３月 ふれあい訪問日

※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

24 火 税 務 相 談 会 くにびき支店（TEL：55-3028）10：00～12：00

「しまねびより１月号」17ページの「社会福祉協議会とフードバンクへ新米を寄贈」の記載に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

（誤）目録を受け取る三宅克正副会長（左）  ➡  （正）目録を受け取る兼折功一専務理事（左）
お詫びと訂正

●�農業を始めたので、広報誌を読みながら挑戦しようという気持ちが湧き出てきます！
これからもみなさんの取り組みを楽しみにしています。　　　 （40代 Ｈ・Ｙさん）

●�ジャンボかぼちゃコンテスト、あんなに大きなかぼちゃが作れるのだと
びっくりしました。日々の努力の結晶ですね。     （90代 Ｈ・Ｙさん）

●�くにびき女性部のおすすめ料理が、身近で手軽にできるバランスの
   とれた内容で、いつも参考にさせてもらってます。(70代 Ｉ・Ｍさん）

おたよりコーナー
たくさんのご意見、ご要望
ありがとうございました。
いただいたおハガキの一部を
ご紹介させていただきます。

（２列目　左から）

・廣
ひ ろ え

江美
み ほ こ

保子さん
・三

み し ま

島　美
み す ず

鈴さん
・廣

ひ ろ え

江多
た き え

紀枝さん
・三

み し ま

島　幸
さ ち え

恵さん
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